
陥

　

熊
谷
學
報

　

第
三
三
〇
鸚

Ｉ

　
　
　

天
親
の
か
土
狭
－
特
に
十
八
圓
浮
説
を

中
心
と
し
て
Ｉ

御
子
上
馬
龍

宋
肘
契
嵩
の
五
山
廊
肘
に
及
ぼ
せ
る
思

恕
的
影
響

荻
須

　

純
道

　
　
　
　
　
　
　

大

紀
元
二
干
六
百
年
記
念
吏
學
論
々
集

　

慈
超
往
五
天
竺
閥
傅
遥
録

　
　

羽
田

亨

蘇
莫
遮
孜

　
　
　
　
　
　
　
　

那
波

　

利
貞

坦
沙
門
天
信
仰
の
。
東
漸
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

官
崎

　

市
定

公
の
海
陵
王
燕
京
。
迷
祁
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
・

　

官
造

察
草
編
紀
年
纂
要
考

　
　
　
　

石
波
純
太
郎

界
藩
山
行

　
　
　
　
　
　
　
　

鴛
洲

　
　

一

元
の
昭
宗
の
年
読
「
寂
光
」
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
田
喜
一
郎

下
郡
廣
成
等
の
謁
見
し
た
る
岨
倫
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本
直
治
郎

宋
代
坊
場
の
民
間
紺
曹
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
我
部
節
雄

後
魏
刑
官
考

　
　
　
　
　
　
　

内
田

　

吟
風

満
洲
あ
な
ぐ
ら
考

　
　
　
　
　

今
西

　

春
秋

命
世
宗
印
位
事
情
の
一
考
察
―
特
に

世
宗
と
鐙
陽
潮
俳
人
と
の
詞
係
に
つ

い
て

外

山

フ
ラ
ン
ク
・
受
郎
・
櫛
琢

　
　
　

藤
枝

海
祁
の
叛
い
仁
年
次
に
就
て

　

愛
宕

支
那
水
運
路
の
受
注
と
そ
の
舟
藤
田

軍
治

　

晃
松
男

元
春

　

支
那
社
命
の
自
然
的
飛
礎

　
　

米
倉

　

二
郎

　

断
江
省
紹
興
出
土
の
漬
物
と
其
の
公
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
原

　

宋
治

　

付
法
蔵
傅
と
雲
雨
石
窟

　
　
　

水
野

　

清
一

　

満
洲
熱
河
省
大
名
城
会
見
の
遼
代
石
棺

　

等
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

島
・
田

　

貞
彦

　

´
百
済
文
物
の
湖
源
に
開
す
乙
一
考
察

　
　

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤

　
　

忠

　
　
　
　
　
　

★

説
文

　

第
二
巻
五
弦

　

脱
文
個
借
政

　
　
　
　
　
　
　

丁

　

脳

　

保

　

績
紛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔡

　

鳳

　

折

　

元
雄
勝
隆
羅
尼
瓦
石
憧
漢
字
題
記
考
祥

中
國
西
城
探
検
報
告
書

文
身
具
圖
輸
的
開
係

中
國
石
器
時
代
底
生
・
所
技
術

孔
子
的
政
治
學
説

先
々
斬
學
的
時
代
背
境

史
記
伍
子
骨
傅
注

置
紫
軒
雑
參

皆胡陳陶陳陸胡

聚理汝大志翔小

賢茲恵錦良原石

殷

塵

　

雲
岡
だ
よ
り
】

　
　

水
野
心
一

　

北
京
も
あ
っ
し
、
張
家
同
も
あ
っ
し
、
雲

岡
に
き
て
ほ
っ
と
し
仁
と
こ
ろ
、
こ
χ
も
な

か
く
に
照
り
が
烈
し
い
、
朝
夕
は
凍
し
い

が
、
宍
の
あ
っ
さ
に
は
い
さ
ｙ
か
閉
口
し
て

ゐ
ま
す
。
今
年
は
涵
沿
の
訓
査
隊
が
ボ
ー
リ

ン
グ
を
や
っ
て
ゐ
ま
す
の
で
、
二
六
時
中
カ

タ
く
と
機
械
の
昔
、
電
設
の
人
々
が
大
勢

仕
事
し
て
ゐ
る
の
で
、
い
か
に
も
建
設
期
に

入
っ
む
や
う
な
槻
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
よ

く
限
で
せ
う
か
、
見
物
人
は
少
い
、
そ
れ
に

内
地
か
ら
の
人
は
さ
す
が
に
少
い
や
う
で
す

今
年
は
い
よ
く
曇
曜
の
五
窟
に
と
り
か
ｘ

り
ま
す
。
三
人
が
ｙ
　
-
ｃ
^
ｆ
ｊ
い
ま
基
準
を
つ
け

て
ゐ
る
最
中
で
す
。
こ
れ
だ
け
で
二
週
間
か

か
り
ま
し
仁
。
こ
れ
は
は
じ
め
に
は
や
ら
な

か
っ
た
こ
と
で
す
、
だ
ん
’
ぐ
-
ｍ
分
の
こ
と

が
加
っ
て
き
ま
す
、
そ
れ
に
曇
曜
五
窟
の
無

規
則
さ
と
い
っ
仁
ら
全
く
言
語
同
断
で
す
、

こ
の
石
窟
の
作
者
は
建
築
家
に
あ
ら
す
、
彫

刻
家
な
り
と
っ
く
ぐ
ぉ
も
ひ
ま
万
、
そ
れ

に
仝
く
佛
像
だ
け
っ
く
っ
て
何
も
っ
く
り
ゼ

し
て
な
い
こ
と
に
驚
い
て
ゐ
ま
す
、
な
か
な

か
の
し
っ
か
り
も
の
で
す
、
で
も
大
き
い
だ

け
愉
快
で
す
。

　

（
七
月
五
日
付
森
鹿
三
氏
宛

通
信
）
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